
明治大学現代マンガ図書館  ＜内記コレクション＞

店内には手塚治虫のサインが
飾られている

けん玉人形 1,512円
投こま 310円

マ
ン
ガ
フ
ァ
ン

垂
涎
！

東京おもちゃ美術館

コラムニスト。1956年、
新宿区中落合出身。週
刊TVガイドの編集者など
を経て独立。「青春の東
京地図」「大東京23区
散歩」などをはじめ東京を
題材とした著書が多い。
2010年、東京周辺の喫
茶店を案内する「喫茶店
ブルース」を刊行。

泉麻人さんとめぐる
おもちゃとマンガの
アート&カフェ

独自の切り口で東京の街を語る泉麻人さんと、
新宿区のあちこちにあるアートな場所へ。
散策のあとには、味のある喫茶店でほっとひと息つきましょう。
第2回は、おもちゃとマンガをテーマにめぐります。

四谷→高田馬場→早稲田

　

今
回
も
区
内
に
あ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
ね
て

み
よ
う
。ま
ず
は
四
谷
4
丁
目

の「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」。こ
こ
は

そ
の
建
物
か
ら
し
て
面
白
い
。廃
校
に

な
っ
た
四
谷
第
4
小
学
校（
昭
和
10
年

建
築
の
趣
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）の

校
舎
を
再
利
用
し
て
い
る
の
だ
。小
さ

な
子
供
を
対
象
に
し
た
知
育
玩
具（
多

く
は
木
製
）を
中
心
に
、大
人
が
懐
か

し
い
回
想
に
浸
れ
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の

展
示
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広
い
。教
室

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
で
、な
ん
と

な
く
文
化
祭
の
展
示
を
眺
め
て
い
る
よ

う
な
気
分
に
も
な
る
。眺
め
る
ば
か
り

で
な
く
、実
際
に
体
験
で
き
る
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。フ
ラ
ン
ス
製
の
手
動

式
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
に
思
わ
ず
熱
中

し
て
し
ま
っ
た
。

　

早
稲
田
の
鶴
巻
町
に
は「
現

代
マ
ン
ガ
図
書
館
」と
い
う
の
が

あ
る
。漫
画
コ
レ
ク
タ
ー
の
内

記
稔
夫
氏
の
蔵
書
を
も
と
に
し
た
漫
画

専
門
の
図
書
館
。入
館
し
た
瞬
間
か

ら
、マ
ニ
ア
ッ
ク
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

〝
よ
く
閲
覧
さ
れ
る
作
品
〞の
表
紙
が
壁

マンガ関係の蔵書は約18万
点に及ぶ。当日は1960年代
の古い作品を閲覧したが、保
存状態がとても良いのにも感
心した。ただし、70年以前の
本は会員（年会費6,000円）
にならないと閲覧できない。

A
S

A
T

O
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Z
U

M
I

アートな気分で
ひとときのお茶を

Vo l . 2

に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、え
？
と

思
う
よ
う
な
コ
ア
な
漫
画
が
い
く
つ
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。受
付
に
置
か
れ
た
手

書
き
の
ぶ
厚
い
索
引
帳
を
め
く
っ
て
、僕

も
思
い
出
深
い
漫
画
の
コ
ミ
ッ
ク
ス
や
漫

画
誌
を
探
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

（
別
フ
ロ
ア
ー
に
約
18
万
点
の
蔵
書
を

収
納
し
た
ス
ゴ
イ
書
庫
が
あ
る
）。

　

1
9
6
4
年
頃
の
月
刊
誌「
少
年
」、

65
年
頃
の「
少
年
サ
ン
デ
ー
」「
少
年
キ

ン
グ
」、赤
塚
不
二
夫
の「
ま
か
せ
て
長

太
」に
関
谷
ひ
さ
し
の「
ス
ト
ッ
プ
に
い

ち
ゃ
ん
」…
思
い
出
の
漫
画
誌
を
め
く
り

つ
つ
、し
ば
し
半
世
紀
前
の
子
供
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。当
時
の
雑
誌
に
は

漫
画
家
先
生
の
住
所
が
奔
放
に
載
っ
て

い
た
り
す
る
。「
お
そ
松
く
ん
」の
ペ
ー
ジ

に
赤
塚
不
二
夫
氏
の
西
大
久
保
の
住

所
を
見
つ
け
た
が
、新
宿
区
は
落
合
地

区
を
は
じ
め
、漫
画
家
が
多
く
暮
ら
す

地
域
で
も
あ
っ
た
。

　

さ
て
、今
回
く
つ
ろ
ぐ
カ

フ
ェ
は
四
ツ
谷

駅
西
口
の
喫
茶

ロ
ン
。60
年
余
り
続
く
こ

の
店
、吹
き
ぬ
け
式
の
画

廊
の
よ
う
な
建
物
自

体
、ア
ー
ト
な
ム
ー
ド
が

漂
っ
て
い
る
。ち
な
み
に

「
ロ
ン
」の
意
は
麻
雀
で

は
な
く
、L
A
W
N（
芝

生
）が
由
来
だ
。

1954年、現在の場所の対面

で開店した老舗喫茶。画廊あ

るいは教会を思わせるモダン

なコンクリートの建物が、上智

大学やキリスト教関係の書店

が並ぶ四ツ谷駅前の街並み

になじんでいる。

最後は四谷の喫茶店へ

ネルドリップで淹れたコーヒーと、
厚めの玉子サンドイッチ

新宿区四谷4-20　☎03-5367-9601
　10:00～16:00（入場は15:30まで）
　子供　500円　※2歳以下は無料
　大人（中学生以上）　700円
　ペア券（子供と大人各1名のペア券） 1,000円
　木／2月と9月に特別休館日／年末年始

営
料

休

営

休

コアなマンガで
子供時代にタイムスリップ

珈琲・ロン

新宿区早稲田鶴巻町565 ビルデンスナイキ2F　☎03-3203-6523
　12:00～19:00　　　一般 300円　中学生以下 200円　閲覧料 1回1冊につき100円
　火・金／年末年始

新宿区四谷1-2 ロンビル1F・2F
☎03-3341-1091
　7:30～22:00
　土・日・祝

営 料
休

→P.16 D-2

早稲田通りのJRと西武新宿
線ガード下に設置された手
塚作品キャラクターの壁画。
鉄腕アトム、ジャングル大
帝、ビッグX・・・に混じって、
よく見ると新宿の名所や偉
人も描かれている。

人気キャラクターと
新宿の街が一緒に

手塚治虫の壁画 高田馬場駅（新宿区高田馬場1丁目）

“触って遊べる”をコンセプ
トに作られた、体験型の
ミュージアム。マニアックな
アンティーク玩具も展示され
ているが、昔の家庭科教室
を使って、おもちゃ作りの講
座なども開かれている。

懐かしさに夢中になる
おもちゃの館

→P.12 B-2

→P.16 B-2

→P.12 D-3

へー、
こんなおもちゃ

あったなぁ

おもちゃ美術館で
手に入れた
ぬくもりある

お土産

ぜひ、
ごらんください

手塚治虫の壁画で気分を高めたら
マンガ図書館に行こう！


